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郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
２２
春

闘
に
お
い
て
、
正
社
員
２

万
円
、
非
正
規
雇
用
の
時

給
全
国
一
律
１
５
０
０
円

以
上
な
ど
の
賃
上
げ
要

求
、
均
等
待
遇
要
求
や
増

員
要
求
等
を
求
め
て
交
渉

を
重
ね
ま
し
た
。

非
正
規
社
員
の
待
遇
改

善
及
び
正
社
員
と
の
格
差

是
正
を
求
め
て
提
訴
し
た

郵
政
労
契
法
２０
条
裁
判
全

国
集
団
訴
訟
は
、
組
織
の

運
動
の
中
心
に
据
え
争
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
裁
判

で
は
、
一
部
和
解
が
成
立

し
ま
し
た
が
、
２
０
１
８

年
１０
月
以
降
に
つ
い
て
、

具
体
的
格
差
が
存
在
す
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
会
社
は

労
使
協
定
が
締
結
さ
れ
て

い
る
の
で
格
差
は
無
い
と

主
張
し
、
請
求
に
応
じ
る

姿
勢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

社
の
主
張
を
認
め
て
し
ま

え
ば
、
今
あ
る
格
差
を
認

地
球
環
境
温
暖
化
を�
�

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
労
働
組
合

組
合
の
要
求
に
応
え
る
十

分
な
体
力
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
現
状
は
、
職
場
労

働
環
境
は
悪
化
の
一
方
で

株
主
配
当
は
増
加
。
現
場

で
働
く
社
員
に
は
７
年
間

ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
な
の
に
対

し
、
役
員
報
酬
は
こ
の
７

年
間
で
１
・
２３
倍
と
増
加

し
て
お
り
、
一
人
当
た
り

２
３
５
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
経
営
環

境
、「
足
元
も
お
ぼ
つ
か

な
い
」「
将
来
展
望
も
見

通
せ
な
い
」
危
険
な
経
営

状
況
と
い
い
な
が
ら
、
役

員
へ
の
報
酬
は
増
や
す
会

社
の
経
営
姿
勢
を
厳
し
く

指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

誠
意
の
欠
片
も
見
ら
れ

な
い
会
社
に
対
し
、
組
合

は
３
月
１８
日
全
国
一
斉
ス

ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
福
岡
で
も
福
岡

中
央
局
と
北
九
州
中
央
局

の
職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
し
、
諸
要
求
の
前
進

を
求
め
て
運
動
を
展
開

し
、
春
闘
運
動
の
一
翼
を

担
っ
て
行
動
し
ま
し
た
。

（
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

�

米
地
輝
高
）

め
る
事
と
な
る

の
で
、
決
し
て

認
め
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
係
る
期

間
も
請
求
対
象

と
な
っ
て
い
る

原
告
は
、
和
解

に
応
じ
ず
真
の

格
差
是
正
を
求

め
て
係
争
す
る

事
と
な
り
、
完

全
勝
利
を
目
指

し
て
争
っ
て
い

き
ま
す
。

日
本
郵
政
は

黒
字
決
済
を
続

け
、
内
部
留
保

も
順
調
に
積
み

増
し
て
お
り
、

郵
政
労
契
法
２０
条
裁
判
全
国
集
団
訴
訟
・
福
岡
裁
判
は
、
２
０
２
１
年
１０
月
５
日

の
和
解
協
議
に
て
一
部
は
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
残
る
２
名
の
原
告
は
係
争
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
郵
政
は
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
崩
さ
ず
、
２
０
１
８
年
１０
月
の

労
使
協
定
に
拘
り
、
こ
れ
以
降
格
差
は
無
い
と
主
張
し
原
告
の
請
求
に
応
じ
る
姿
勢

は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
環
境
温
暖
化
に
つ

い
て
は
、
産
業
革
命
時
点

に
マ
ル
ク
ス
は『
資
本
論
』

で
、
資
本
主
義
の
宿
命
で

あ
る
利
潤
を
求
め
る
競
争

社
会
に
よ
っ
て
自
然
は
破

壊
さ
れ
、
労
働
者
で
あ
る

人
間
を
も
破
壊
す
る
こ
と

を
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
マ
ル
ク
ス
は
、

資
本
主
義
社
会
で
は
労
働

者
に
よ
る
労
働
組
合
を
組

織
す
る
必
要
性
を
説
き
、

労
働
組
合
組
織
で
の
民
主

的
な
制
御
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
も
説
い
て
い
ま

す
。『
資
本
論
』
は
労
働

組
合
が
資
本
主
義
社
会
を

制
御
す
る
唯
一
の
組
織
で

あ
る
と
し
て
い
る
こ
と

と
、
そ
の
労
働
組
合
と
い

う
団
体
組
織
を
日
本
国
憲

法
が
憲
法
２８
条
（
勤
労
者

の
団
結
権
）
で
唯
一
認
め

て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法

の
も
と
で
生
活
し
活
動
し

て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
地
球
温
暖
化
が
資
本

主
義
社
会
で
必
然
で
あ

り
、
地
球
温
暖
化
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
組
織
が

労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
地
球
温
暖

化
を
人
為
的
に
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
」で
あ
る
今
こ
そ
、

定
期
大
会
方
針
や
春
闘
方

針
で
地
球
温
暖
化
防
止
の

方
針
を
打
ち
立
て
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
月
２２
日
（
日
）
１４
時

か
ら
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

で
「
市
民
が
主
人
公
の
福

岡
市
を
め
ざ
す
市
民
の

会
」
主
催
に
よ
る
「
気
候

危
機
を
知
り
未
来
を
考
え

る
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
講
師
は
奥
野
華
子

さ
ん
と
い
う
大
学
生
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も

可
能
で
す
。
参
加
し
て
聞

き
ま
し
ょ
う
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

非正規社員の待遇改善を求めて
〈郵政ユニオン２０条裁判〉

〈
労
働
組
合
と
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
⑤
〉

大幅賃上げ
格 差 是 正

報
告
集
会
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岸
田
政
権
が
年
金
生
活

者
に
５
０
０
０
円
給
付
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
４
月
５
日
の
日
経
新

聞
が
「
与
党
は
こ
れ
が
夏

の
参
院
選
の
逆
風
に
な
る

と
考
え
た
の
だ
ろ
う
」
と

書
い
て
い
ま
す
。
与
党
に

と
っ
て
円
安
に
よ
る
物
価

上
昇
で
の
公
的
年
金
の
減

額
は
重
大
な
問
題
で
す
。

年
金
が
減
額
し
た
原
因

は
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
と
い
う
仕
組
み
に
よ

る
も
の
で
す
。「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
」
と
は
、

物
価
や
賃
金
が
上
昇
し
た

と
き
に
年
金
額
を
減
額
す

る
仕
組
み
の
こ
と
で
、
年

金
生
活
者
に
と
っ
て
死
活

問
題
の
仕
組
み
で
す
。「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
は

国
民
の
強
い
反
対
を
押
し

切
っ
て
強
行
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
公
的
年
金
は
、

現
役
世
代
が
受
給
世
代
を

扶
養
す
る
「
賦
課
方
式
」

と
い
う
仕
組
み
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
「
収

入
」（
保
険
料
）約
４０
兆
円
、

「
支
出
」（
年
金
額
）
約

５０
兆
円
、
差
し
引
き
毎
年

１０
兆
円
ず
つ
の
赤
字
を
税

金
（
国
庫
負
担
）
か
ら
補

填
す
る
と
い
う
方
式
の
こ

と
で
、
積
立
金
か
ら
繰
り

入
れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

積
立
金
は
約
２
０
０
兆
円

あ
り
ま
す
。

参
院
選
投
票
よ
く
考

え
て
一
票
を
！

今
年
の
４
月
か
ら
年
金

制
度
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
い
く
つ
か
高
齢
者
に

プ
ラ
ス
に
な
る
制
度
改
正

も
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も

参
議
院
選
挙
後
に
年
金
支

給
開
始
年
齢
が
７０
才
に
引

き
上
げ
ら
れ
か
ね
な
い
注

視
す
べ
き
制
度
改
悪
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
年
金
受

給
開
始
年
齢
は
６５
才
が
基

本
で
、
希
望
す
れ
ば
７０
才

ま
で
受
給
開
始
時
期
を
選

べ
ま
す
が
、
４
月
以
降
は

７５
才
ま
で
選
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年

齢
受
給
年
齢
を
引
き
上
げ

た
期
間
は
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
た
め
、
年
金
以
外

の
収
入
で
生
活
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
財

政
は
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）

し
て
い
ま
す
か
ら
、
国
は

「
年
金
保
険
料
を
引
き
上

げ
」「
年
金
支
給
額
を
抑

え
」
る
こ
と
と
、
高
齢
者

の
年
金
支
給
年
齢
を
引
き

上
げ
て
も
働
い
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
「
７０
才
ま
で
働

け
る
よ
う
企
業
に
努
力
義

務
を
つ
く
っ
て
」い
ま
す
。

参
院
選
挙
後
に
支
給
開
始

年
齢
７０
才
へ
の
引
き
上
げ

と
い
う
厳
し
い
こ
と
が
待

ち
受
け
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
よ
く
考
え

て
参
議
院
選
挙
に
一
票
を

投
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

●�

第
７８
回
福
岡
県
労
連
評

議
員
会
・
学
習
会

５
月
２８
日
（
土
）

学
習
会
　
１０
：
００
～

１１
：
５５

評
議
員
会
　
１３
：
３０
～

１７
：
００

第
５
偕
成
博
多
ビ
ル

１０
階
会
議
室

●�

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き

る
と
も
―
伊
藤
千
代
子

の
生
涯
―
」

５
月
１９
日
（
木
）

①
１４
：
３０
～

②
１８
：
３０
～

な
み
き
ス
ク
エ
ア
大
ホ

ー
ル

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
死
活
問
題
の

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

今
す
べ
き
は
、

�

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上

を
福
岡
地
区
の
自
治
体
に

向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

２２
年
３
月
議
会
で
は
、

３
月
２２
日
に
太
宰
府
市
議

会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
県
内
の
議
会

で
は
福
岡
県
議
会
、
北
九

州
市
議
会
に
次
い

で
３
番
目
の
意
見

書
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

２２
年
６
月
議
会

に
向
け
て
は
、
筑

紫
・
朝
倉
地
区
、

古
賀
・
糟
屋
地
区

で
重
点
的
に
要
請

行
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

福
岡
地
区
労
連

は
、
独
自
の
運
動

だ
け
で
は
意
見
書
採
択
に

結
び
つ
か
な
い
こ
と
か

ら
、
古
賀
市
を
拠
点
と
し

て
運
動
を
し
て
い
る
東
部

地
区
労
に
共
闘
を
申
し
込

み
ま
し
た
。
東
部
地
区
労

の
安
武
フ
ト
シ
執
行
委
員

〈
コ
ロ
ナ
の
見
通
し
〉

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
３
回
目
の
接
種
率
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
特
設
サ
イ
ト
の
調

査
で
は
全
国
で
４
９
．
８

％
、
福
岡
県
で
は
４
９
．

０
％
で
す
。
い
ま
だ
に
過

半
数
す
ら
い
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
今
の
日
本
政

府
は
経
済
優
先
と
い
う
言

葉
だ
け
先
走
り
し
て
、
肝

心
の
感
染
拡
大
を
阻
止
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上

に
力
を
入
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を

向
上
さ
せ
れ
ば
感
染
者
数

福
岡
地
区
労
連
は
、
最

低
賃
金
を
引
上
げ
る
た
め

国
に
対
す
る
意
見
書
採
択

は
減
っ
て
い
く
か

と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
増
加
し

て
い
く
か
は
、
専

門
家
で
す
ら
な
か

な
か
判
断
が
難
し

い
状
況
で
す
。

こ
の
世
か
ら
コ

ロ
ナ
と
い
う
も
の

を
い
ま
す
ぐ
完
全

に
な
く
す
と
い
う

の
は
難
し
い
で

す
。い
ま
す
べ
き
こ
と
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て

い
く
こ
と
、
感
染
拡
大
に

な
ら
な
い
よ
う
に
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
呼
び

か
け
る
こ
と
、
そ
し
て
な

に
よ
り
公
的
・
公
立
病
院

統
廃
合
を
す
る
の
で
は
な

く
、
病
院
や
保
健
所
の
確

立
で
す
。
今
回
の
未
曽
有

の
感
染
拡
大
に
よ
り
助
け

ら
れ
た
命
が
奪
わ
れ
て
い

っ
た
こ
と
は
、
政
府
は
大

い
に
反
省
・
謝
罪
す
べ
き

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
よ
う
な
状
態

に
な
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ

何
年
も
先
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

�

（
医
療
団
労
組
　
田
中
）

長
は
、
快
く
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
意

見
書
は
東
部
地
区
労
と
連

名
で
請
願
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
紹
介
議
員
に

は
、田
中
　
英
輔
副
議
長
、

紙
谷
　
由
香
市
議
が
な
る

と
の
連
絡
が
入
っ
て
い
ま

す
。
紹
介
議
員
の
お
二
人

は
、
東
部
地
区
労
の
組
合

経
験
が
あ
り
、
現
在
も
東

部
地
区
労
と
の
つ
な
が
り

が
強
い
議
員
で
す
。

意
見
書
採
択
ま
で
に
は

ま
だ
ロ
ビ
ー
活
動
は
続
き

ま
す
。
東
部
地
区
労
と
の

連
携
は
、
共
闘
の
力
を
感

じ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

出典：厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/nenkinkenshou/finance/popup1.html

〈
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
〉

意見書採択への運動
共闘の力で取り組み前進

〈最低賃金引上げ〉

博多駅にて歩行者へ最低賃金引上げの訴え


